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い
ま
す
。

　

今
年
も
、
昨
年
に
引
き
続
き
利
根
実
業

高
校
生
に
対
す
る
環
境
教
育
を
実
施
し
ま

し
た
。
利
根
実
業
高
校
は
農
業
系
と
工
業

系
の
専
門
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
実
業

高
校
で
、
新
入
生
は
農
業
系
と
工
業
系
に

分
か
れ
て
入
学
し
、
２
年
生
に
進
級
す
る

際
に
専
門
の
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
赤
谷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
で
は
、
農
業
系
の
専
門
コ
ー
ス
の
一
つ

で
あ
る
森
林
科
学
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
際

の
参
考
に
な
る
よ
う
、
１
年
生
80
人
を
対

象
に
20
人
ず
つ
４
回
に
分
け
、
当
セ
ン
タ

ー
の
森
林
環
境
保
全
（
生
物
多
様
性
の
復

元
）
の
取
組
を
解
説
し
ま
し
た
。
森
林
に

関
わ
る
仕
事
の
一
つ
と
し
て
当
セ
ン
タ
ー

が
行
っ
て
い
る
活
動
が
、
進
路
決
定
の
参

考
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

　

７
月
８
日
（
日
）
に
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
地
元
で
あ
る
み
な
か
み
町
で
、
赤

谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
報
告
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
赤
谷
の
森
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
と
題
し
た
活
動
報
告
会
は
地
域
の

皆
さ
ん
に
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
地
域
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
み
な
か

み
町
の
後
援
を
受
け
な
が
ら
開
催
し
た
も

の
で
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
初
め
に
、
日
本
自
然

保
護
協
会
常
勤
理
事
の
横
山
氏
と
東
京
農

工
大
学
准
教
授
の
土
屋
氏
に
よ
る
「
赤
谷

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
日
本
・
世
界
の
生
物
多

様
性
」
と
題
し
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク

が
あ
り
、
世
界
的
な
視
点
か
ら
生
物
多
様

性
を
め
ぐ
る
動
き
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
赤
谷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
か

ら
「
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
科
学
的
取
組

と
豊
か
な
森
の
再
生
」
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
現
在
進
め
て
い
る
調
査
等
様
々
な

活
動
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
協
議
会
や
日
本
自
然
保
護

協
会
か
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
参
加
で
き

る
取
組
と
し
て
「
赤
谷
の
日
」
や
「
ム
タ

コ
の
日
」（
水
源
の
森
を
大
切
に
す
る
地
域

住
民
に
よ
る
活
動
）
な
ど
の
紹
介
が
あ
り
、

積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
初
め
て
の
開
催

で
し
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
展
に
は

地
域
社
会
の
支
援
・
参
加
が
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
地
域
の
方
々

に
理
解
し
て
も
ら
う
重
要
な
活
動
の
一
つ

と
し
て
、
今
後
と
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

植
生
管
理
Ｗ
Ｇ
で
は
、
伐
採
指
定
箇
所

等
を
視
察
す
る
と
共
に
、
現
地
検
討
会
で

「
赤
谷
の
森
」
の
将
来
的
な
目
標
と
す
る
人

工
林
や
天
然
林
に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
の
共

有
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
渓
流
環
境
復

元
Ｗ
Ｇ
で
は
、
議
論
を
通
し
て
、
赤
谷
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
思
が
茂
倉
沢
治
山
事
業

の
設
計
・
施
工
へ
反
映
で
き
る
よ
う
要
望

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル

ー
プ
の
活
動
と
連
動
し
て
い
ま
す
が
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
外
部
関
係
者
と
の
連
携
と

い
う
新
た
な
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
研
究
者
や
大
学
生
が
「
赤

谷
の
森
」
を
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
利

用
し
調
査
を
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
で
、

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を
さ
ら
に
深

め
て
い
く
た
め
に
も
、
研
究
者
等
の
参
加

を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

「赤谷の森フォーラム」
オープニングトークの一こまです

試験地の更新状況を調査しています
（植生管理WG）

「
第
１
回 
赤
谷
の
森
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催

「赤谷の森」 に住む野生動物の説明
を聞き入る生徒たち

植
生
管
理
、
渓
流
環
境
復
元
ワ
ー

キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
の

現
地
検
討
会
を
開
催

利
根
実
業
高
校
生
に
対
す
る

　
　
　
　
　

環
境
教
育
を
実
施

利根実業高校の環境教育では、セン
ター職員から猛禽類観察手法の説明
がありました




